






先天異常の発症を予防する方法としては種々の段階でのアプローチが考えられる。異常遺

伝子により異常な個体が発生するが,異常遺伝子の分子遺伝学的研究は診断,治療に有用な

手段となる。岡田,松田はそれぞれ遺伝子への直接的なアプローチを試みている。異常個体

の発生に深い関連をもつ保因者および環境の問題については古山,宮井によってそれぞれ

研究が行われている。また患者が出生した場合,適切な治療を行うことにより発症を防ぐこ

とができるか,あるいは症状を著しく軽減することができる。これらの面から多田,薮内,

和田が研究を行っている(図 1)。 


